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                    世帯類型別の住生活や 
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３－１ 全世帯の居住状況 

①世帯主の年齢 

・世帯主の年齢は 49 歳までで 50％強となっており、各年代に偏りがない状況です。 

・10 年前からの推移をみると、世帯主の年齢が 40 歳代、50 歳代、70 歳代の世帯が増加していま

す。 

図表 3-1 世帯主年齢別世帯数比率      図表 3-2 世帯主年齢別世帯数の推移 

  
資料：総務省「国勢調査」（令和２（2020）年） 資料：総務省「国勢調査」（各年） 

 

②世帯人数別世帯数の推移   

・世帯構成は単身世帯が約 60％、２人世帯が 20％弱、３人以上の世帯が 20％強といった状況です。 

・平成 12（2000）年から令和２（2020）年までの 20 年間で単身世帯は約３万６千世帯増加し、比

率は約 10 ポイント増となっています。一方、世帯人員が４人以上の世帯比率は同期間に約７ポ

イント減少しています。 

図表 3-3 世帯人員別世帯数・率の推移 

 

 

資料：総務省「国勢調査」(各年) 
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③世帯類型別世帯数の状況 

・単身世帯が 54.8％と過半数を占めています。ファミリー世帯は 21.3％、子育て世帯は 11.9％と

なっています。 

・この 10 年間で単身世帯は大きく増加しているほか、子が 18 歳未満の子育て世帯も着実に増加し

ています。 

・単身世帯比率は都心６区と同程度で、全国を大きく上回っています。 

図表 3-4 世帯類型別世帯数            図表 3-5 世帯類型別世帯数の推移 

  
資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年） 資料：総務省「住宅・土地統計調査」（各年） 

図表 3-6 世帯類型別世帯比率（他都市比較） 

 
資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年） 
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④住宅の所有関係  

・所有関係は概ね持ち家：借家＝４：５の割合ですが（図表 2-18）、詳細にみると特徴があります。 

・持ち家率が最も高いのは高齢夫婦で 83.6％、次いで夫婦と子が 67.2％です。単身世帯では約 30％

が持ち家を所有しています。 

・世帯主が 55 歳以上の場合、特別区平均よりも持ち家率は８～９ポイント程度高くなっています。 

図表 3-7 世帯類型別住宅の所有関係              図表 3-8 世帯主年齢別持ち家率（文京区、特別区） 

  
資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年）  資料：同左 

⑤世帯類型別居住面積水準の状況  

・単身（30～64 歳）世帯で最低居住面積水準未満の比率が 28.4％に上っています。 

・子育て世帯は、子が学齢期になると最低居住面積水準未満の比率が若干増加する傾向にあり、か

つ、全体と比べると誘導居住面積水準以上の比率が少なくなっています。 

図表 3-9 世帯類型別居住面積水準の状況 

 
注 ：世帯総数には世帯類型不明を含む。 

注 ：住生活基本計画では、単身の最低居住面積水準を原則 25 ㎡としているが、「単身の学生、単身赴任者、被災者、失

業等により収入が著しく減少した者等であって一定の期間の居住を前提とした面積が確保されている場合」はこ

の限りではないため、若年単身世帯の最低居住面積水準未満世帯は極めて少数となっていると考えられる。 
資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年）  
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➅世帯年収の状況 

・年収 300 万円未満の世帯が 24.6％いる一方、1,000 万円以上の世帯は 17.6％になります。過去

15 年間、概ね同率で推移しています。 

・世帯類型別にみると、単身、高齢夫婦、ひとり親と子に年収 300 万円未満の世帯が多く、夫婦と

子、若中年夫婦では比較的高収入世帯が多くなっています。 

・持ち家、ＵＲ・公社の借家、給与住宅に住む世帯では、年収 500 万円以上の世帯が過半を占めて

います。 

・1,000 万円以上の高収入世帯比率を都心６区で比較すると、千代田区、中央区、港区に次いで４

番目となります。 

図表 3-10 世帯年収の推移 

 
資料：総務省「住宅・土地統計調査」（各年） 

図表 3-11 世帯類型別世帯年収 

 
資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年） 

図表 3-12 住宅の所有関係別世帯年収 

 
資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年） 
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図表 3-13 世帯年収（他都市比較） 

 
資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年） 
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３－２ 単身世帯の居住状況 

①年齢区分別単身世帯数の推移と推計 

・これまでの 20 年間で単身世帯は約３万６千世帯増加しており、今後、更に増加していく見込み

です。 

・単身世帯の中では 25～34 歳の数が多くなっています。 

図表 3-14 単身世帯数の推移と推計 

 

資料：実績：総務省「国勢調査」（各年） 

推計：東京都「東京都世帯数の予測」（平成 31（2019）年３月） 

 

②住宅の所有関係 

・単身世帯の 61.1％が民営借家に居住しています。 

・単身世帯の持ち家率は 27.5％で、東京都、特別区に比べ高い状況です。 

・単身で持ち家居住は全世帯の 15.8％、単身で民営借家居住は 35.0％を占めます。 

図表 3-15 単身世帯の住宅の所有関係      図表 3-16 単身世帯の住宅の所有関係（他都市比較） 

  
資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年） 
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全国
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東京都
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(n=2,468,600)
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図表 3-17 世帯全体に対する単身世帯の持ち家及び民営借家の比率  

 
注 ：本図は「普通世帯総数」に対する割合。普通世帯とは、住居と生計を共にしている家族などの世帯をいう。家族と

一緒に間借りや同居している世帯及び一人で一戸を構えて暮らしている世帯も含まれる。普通世帯数≧主世帯数。 

資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年） 

 

③世帯年収の状況  

・年収 300 万円未満の世帯は全国と比べて著しく低いですが、都心６区をやや上回っています。ま

た、1,000 万円以上の高収入世帯は 6.2％で、都心６区（6.5％）と同程度です。 

図表 3-18 単身世帯の年収階級別世帯数比率（他都市比較） 

 
資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年）  

単身で持ち家

19,690

15.8%

単身で民営借家

43,760

35.0%

単身でその他

8,160

6.5%

その他

53,360

42.7%

n=124,970

52.5%

39.1%

36.6%

28.8%

26.8%

25.2%

23.4%

31.4%

34.9%

26.5%

20.9%

24.8%

25.5%

23.8%

22.9%

25.3%

29.2%

19.7%

25.9%

23.7%

6.9%

8.9%

9.4%

10.7%

14.6%

16.6%

10.5%

7.2%

11.0%

12.1%

3.6%

5.3%

5.7%

7.6%

12.5%

12.0%

6.9%

5.2%

8.9%

7.3%

1.2%

2.1%

2.4%

4.3%

8.1%

7.9%

5.4%

2.4%

4.4%

3.6%

0.4%

0.7%

0.8%

2.2%

5.4%

3.7%

3.1%

0.9%

1.8%

2.3%

14.5%

19.2%

19.7%

22.5%

9.6%

9.4%

21.6%

33.2%

13.1%

24.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

(n=18,599,200)

東京都

(n=3,206,100)

特別区

(n=2,468,900)

都心６区

(n=434,120)

千代田区

(n=19,900)

中央区

(n=49,400)

港区

(n=69,300)

新宿区

(n=138,090)

文京区

(n=71,610)

渋谷区

(n=85,820)

300万円

未満

300～

500万円

未満

500～

700万円

未満

700～

1,000万円

未満

1,000～

1,500万円

未満

1,500万円

以上

不詳

6.5％ 

6.2％ 
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３－３ 子育て世帯の居住状況 

①子育て世帯の動向  

・区内の子育て世帯数は増加しています。 

・子育て世帯のうちひとり親世帯の比率は 9.3％で、平成 17（2005）年以降は低下傾向にあります。 

・子どものいる女性の就業率は令和２（2020）年は 51.0％と半数を超え、特別区及び東京都を上回

っています。 

図表 3-19 子育て世帯数・率の推移        図表 3-20 子どものいる女性の就業率の推移（他都市比較） 

   
資料：総務省「国勢調査」(各年) 資料：同左 

②住宅の所有関係  

・子育て世帯の住宅の所有関係をみると、就学前児童のいる世帯は賃貸住宅（集合住宅）が 43.0％

と最も高く、次いで持ち家（集合住宅）32.8％、持ち家（一戸建）16.5％となっています。 

・小学生のいる世帯は持ち家（集合住宅）39.3％、持ち家（一戸建）28.9％、賃貸住宅（集合住宅）

26.5％の順となっており、子どもの入学を機に持ち家を取得する傾向が伺えます。 

図表 3-21 子どもの年齢別子育て世帯の住宅の所有関係 

 

資料：文京区「平成 30 年度 文京区子育て支援に関するニーズ調査報告書」（平成 31（2019）年３月） 

  

11,620 13,007
15,417

18,082
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1,496
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1,003

825

683

14,277
15,506
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10.3%
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8%
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0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成17年

（2005）

平成22年

（2010）

平成27年

（2015）

令和2年

（2020）

(世帯)

夫婦と子の世帯 ひとり親と子の世帯

その他 ひとり親世帯比率

58.1%

50.5%
49.7%

46.6% 46.3% 46.1%

46.9%

51.0%

46.6%

42.0%

44.0%

46.0%

48.0%

50.0%

52.0%

54.0%

56.0%

58.0%

60.0%

平成12年

（2000）

平成17年

（2005）

平成22年

（2010）

平成27年

（2015）

令和2年

（2020）

全国 東京都 特別区 文京区 都心６区

4.6%

3.8%

43.0%

26.5%

16.5%

28.9%

32.8%

39.3%

2.0%

0.8%

1.1%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（n=897)

小学生

(n=769)

賃貸住宅（一戸建） 賃貸住宅（集合住宅）
持ち家（一戸建） 持ち家（集合住宅）
その他 無回答

持ち家 49.3％ 

持ち家 68.2％ 
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③居住面積水準の状況 

・子育て世帯では、最低居住面積水準未満の比率は概して低い状況ですが、子が学齢期になると、

この比率が若干上がる傾向にあります。 

・子が未就学の世帯では 40％以上の世帯が誘導居住面積水準以上となっていますが、子が学齢期に

なると、この比率は低くなります。 

・３世代同居の世帯で誘導居住面積水準以上の比率が高い状況です。 

・子育て世帯の最低居住面積水準未満の比率は、他都市と比較して低く抑えられています。 

図表 3-22 居住面積水準の状況 

 

資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年） 

図表 3-23 子育て世帯（夫婦と 18 歳未満の者）の居住面積水準の状況（他都市比較） 

 

資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年） 

  

2.0%

4.8%

4.8%

58.2%

55.8%

60.0%

65.5%

34.1%

41.8%

42.2%

35.2%

29.7%

65.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

夫婦と３歳未満の者

(n=2,940)

夫婦と３～５歳の者

(n=2,940)

夫婦と６～９歳の者

(n=3,100)

夫婦と10～17歳の者

(n=5,050)

夫婦と18歳未満及び

65歳以上の者(n=410)

最低居住面積水準未満 最低居住面積水準以上誘導居住面積水準未満 誘導居住面積水準以上 不詳

5.0%

5.3%

5.9%

3.2%

5.0%

51.7%

60.1%

58.9%

60.7%

54.3%

43.1%

34.6%

35.2%

36.1%

40.7%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

(n=6,677,400)

東京都

(n=778,100)

特別区

(n=536,600)

文京区

(n=14,030)

都心６区

(n=77,890)

最低居住面積

水準未満

最低居住面積水準以上

誘導居住面積水準未満

誘導居住面積

水準以上

不詳



104 

④子育てに重要と思う住宅や住宅周辺環境 

・子育てをする上で重要と思う住宅や住宅周辺環境について、就学前児童のいる世帯、小学生のい

る世帯ともに「静かな環境や治安のよさ」が 50％以上と最も高いニーズとなっています。 

・就学前児童のいる世帯では、次いで「住宅の広さ・間取り」、「幼稚園・小学校などの通園・通学

の利便性」の順となり、小学生のいる世帯では、「幼稚園・小学校などの通園・通学の利便性」、

「住宅の広さ・間取り」の順となっています。 

図表 3-24 子育てに重要と思う住宅や住宅周辺環境（複数回答） 

 

資料：文京区「平成 30 年度 文京区子育て支援に関するニーズ調査報告書」（平成 31（2019）年３月） 

  

51.5%

44.3%

39.5%

31.8%

30.8%

21.2%

16.1%

15.6%

19.7%

9.7%

1.6%

0.1%

4.3%

55.7%

41.9%

54.2%

26.4%

22.4%

16.5%

23.3%

5.5%

21.7%

9.8%

1.4%

0.4%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

静かな環境や治安のよさ

住宅の広さ・間取り

幼稚園・小学校などの

通園・通学の利便性

安全性や遮音性などの

住宅の居住性能

子どもの遊び場・公園

などの利便性

小児科などの医療機関

への利便性

周辺の道路の歩行時の安全性

子どもを預かってくれる

託児・保育所などの利便性

通勤の利便性

親戚や近隣の人たち

とのつながり

その他

特にない

無回答

就学前児童

（n=897)

小学生

(n=769)
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⑤親との住まい方の現状と希望 

・３世代・その他の世帯では現状で 54.2％が親と同居しています。 

・将来の住まい方について、同居の希望は若年単身から親子世帯までは数％～15％程度に対し、３

世代・その他の世帯は 37.3％と高くなっています。また、隣居や近居の希望は親子世帯（第一子

が未成年）で 25.6％と、他の世帯類型よりも高い状況です。 

図表 3-25 親との住まい方（現状と希望） 

 
資料：文京区「区民意識調査」（令和４（2022）年） 
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３－４ 高齢者世帯の居住状況 

①今後の高齢者世帯数 

・高齢者世帯数は、令和 17（2035）年までに約 5,940 世帯増え、令和２（2020）年の約 1.3 倍とな

ることが予測されています。 

図表 3-26 高齢者世帯数の推計  

 
注 ：高齢夫婦世帯：世帯主が 65 歳以上の夫婦のみの世帯 

資料：実績：総務省「国勢調査」（令和２（2020）年）、推計：東京都「東京都世帯数の予測」（平成 31（2019）年３月） 

②持ち家高齢者世帯の居住面積 

・持ち家に住む高齢単身・高齢夫婦世帯は、70 ㎡以上の住宅に住む世帯が過半を占めており、家族

人数に比して比較的広めの住宅で暮らしています。 

図表 3-27 持ち家高齢者世帯が住む住宅の延べ面積 

 

資料：総務省「住宅・土地統計調査」（平成 30（2018）年）－東京都特別集計 

③高齢者世帯の収入 

・高齢者世帯は、年収 300 万円未満が 42.7％であり、平成 20（2008）年に比べ８ポイント強増加

しています。 

・収入は、持ち家世帯と借家世帯では乖離があります。 

図表 3-28 高齢者世帯の世帯年収の推移 
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36.5%
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40.5%
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16.9%

28.6%

25.7%

27.8%

23.0%
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平成30年(2018)

(n=32,100)

平成25年(2013)
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53.2％ 

 
56.7％ 

資料：総務省「住宅・土地統計調査」（各年） 
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④子との住まい方の現状と希望 

・３世代・その他の世帯では現状で 56.9％が子と同居しています。 

・将来の住まい方について、同居の希望は３世代・その他の世帯で 40％弱、親子世帯で 20％程度

と、大きな開きがあります。また、高齢夫婦は同居希望の比率が現状より高くなっています。 

・隣居や近居の希望は高齢夫婦で 23.9％と、他の世帯類型と比べ高くなっています。 

図表 3-29 子との住まい方（現状と希望） 

 
注 ：現状と将来の希望に関して、その他や不明・無回答の割合が大きくなりました。子が複数人いて１つの選択肢に絞

れなかったケースなどが考えられます。 

資料：文京区「区民意識調査」（令和４（2022）年） 

⑤介護期の住まい方の希望 

・「介護を受けながら、自宅で暮らしたい」との回答は、要介護状態の高齢者が 75.9％で最も多く、

要介護以外の高齢者（要支援・非該当）が 66.0％、50～64 歳の現役世代が 54.4％です。 

・一方、「施設に入所したい」との回答は、要介護状態の高齢者が 12.9％、要介護以外の高齢者が

26.6％、50～64 歳の現役世代では 37.2％となっています。 

・既に要介護状態の方は自宅で暮らしたいと希望しており、要介護ではない方が施設への入所を希

望しています。 

図表 3-30 介護が必要になった場合の暮らし方の希望 

 
資料：文京区「令和４年度文京区高齢者等実態調査報告書」（令和５（2023）年３月）  
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5.7%

2.0%

10.0%

3.8%

6.9%

5.9%

2.0%

6.8%

2.3%

0.7%

14.0%

3.1%

11.5%

3.9%

37.5%

44.3%

4.7%

7.3%

18.5%

20.8%

29.4%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現状

希望

現状

希望

現状

希望

現状

希望

同居 隣居 近居

(徒歩5分程度)

近居

(片道15分未満)

15分以上

1時間未満

1時間

以上

その他 不明・

無回答

＊「子がいない」比率が高い若年単身世帯、中年単身世帯及び若中年夫婦世帯を除き、「子がいない」を減じた件数を母数としている

高齢夫婦

(n=88)

親子世帯

(第一子が

未成年)

(n=150)

親子世帯

(第一子が

成年)

(n=130)

３世代・

その他

(n=51)

54.4%

66.0%

75.9%

37.2%

26.6%

12.9%

3.9%

3.8%

2.7%

4.6%

3.7%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

50～64歳の現役世代

（n=1,601）

要介護１～５以外の

高齢者（要支援・非該

当）（n=2,100）

要介護

（n=1,807）

介護を受けながら、

自宅で暮らしたい

施設に

入所したい

その他 無回答

 

 

 

 

 

23.9％ 

12.7％ 

17.7％ 

13.8％ 
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３－５ 住宅・住環境に対する評価 

①住宅の満足度 

・多くの項目で満足度（満足＋やや満足）は半数程度となっています。特に、「ア 住宅の広さ、間

取り」、「ウ 水回りの住宅設備」、「カ 日照・通風・採光」、「ス 防犯性」の項目で満足度は 50％

を超えています。一方、「ア 住宅の広さ、間取り」、「イ 収納の多さ、使い勝手」、「ク 省エネ性

能」、「コ 遮音性」の項目で、不満度（やや不満＋不満）がやや高い状況です。 

・総合評価としては、満足度（満足＋やや満足）が 53.1％と 50％を若干上回っています。 

・民営借家（共同住宅）に住む世帯は、省エネ性能、バリアフリー性能等に対する満足度が低いだ

けでなく、持ち家に比べて全般的に満足度が低い状況です。 

図表 3-31 住宅の満足度（項目ごとに１つ回答） 

   
資料：文京区「区民意識調査」（令和４（2022）年） 

 

23.6%

18.7%

20.2%

21.7%

18.6%

28.0%

17.1%

5.1%

7.8%

14.2%

17.0%

18.6%

19.2%

14.9%

8.4%

12.8%

28.6%

27.6%

30.8%

27.2%

31.3%

31.5%

29.9%

11.2%

16.6%

26.7%

26.9%

29.5%

32.8%

22.9%

14.1%

40.3%

14.7%

17.6%

22.3%

31.4%

35.5%

18.8%

25.1%

50.4%

48.0%

24.5%

37.8%

38.2%

31.5%

32.7%

51.7%

24.4%

24.3%

25.8%

17.8%

13.9%

9.3%

15.6%

18.9%

22.3%

18.1%

23.1%

12.2%

9.0%

11.1%

18.7%

12.0%

11.2%

7.8%

9.5%

7.6%

4.7%

3.6%

5.4%

7.6%

9.4%

7.9%

10.5%

5.0%

3.4%

3.9%

6.7%

6.7%

3.3%

1.0%

0.7%

1.3%

1.2%

1.7%

0.7%

1.5%

1.6%

1.5%

1.1%

1.2%

1.4%

1.5%

4.1%

7.2%

7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア 住宅の広さ、間取り

イ 収納の多さ、使い勝手

ウ 水回りの住宅設備

エ 住宅の外周りの劣化状況

オ 維持管理のしやすさ

カ 日照・通風・採光

キ 断熱性や気密性

ク 省エネ性能

ケ バリアフリー性能

コ 遮音性

サ 安全性（耐震性や防火性など）

シ 安全性（風水害対策など）

ス 防犯性

セ 在宅勤務のしやすさ

ソ 子育てのしやすさ

タ 住宅の総合評価

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 不明・無回答

不
満
度
が
高
い 

 

 

 

 

 

満
足
度
が
高
い 

 
53.1％ 
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図表 3-32 所有関係・建て方別住宅の満足度（項目ごとに１つ回答） 

 

 

資料：文京区「区民意識調査」（令和４（2022）年）  

30.5%

26.4%

16.5%

26.5%

20.1%

13.9%

28.3%

24.3%

12.3%

22.9%

22.5%

19.7%

18.4%

21.9%

15.5%

29.6%

32.7%

23.3%

18.4%

24.0%

11.3%

7.6%

6.9%

2.3%

9.4%

12.0%

2.6%

15.7%

18.0%

10.4%

21.1%

19.2%

12.0%

24.2%

20.7%

12.9%

13.5%

23.4%

19.1%

17.9%

17.1%

10.0%

14.3%

9.3%

4.9%

15.7%

16.2%

8.7%

32.7%

28.2%

26.2%

27.4%

29.1%

23.9%

36.8%

35.1%

22.3%

31.8%

31.5%

22.3%

29.1%

36.6%

28.5%

33.6%

31.8%

28.5%

30.0%

33.3%

27.2%

11.7%

14.7%

6.1%

19.7%

21.3%

8.7%

26.0%

29.1%

24.9%

20.2%

32.7%

25.2%

23.8%

35.1%

27.5%

30.9%

36.3%

33.0%

26.9%

24.3%

21.4%

22.4%

16.8%

6.5%

39.0%

45.0%

35.6%

14.3%

13.8%

16.2%

21.1%

15.9%

17.5%

21.5%

21.0%

24.6%

22.4%

32.4%

35.9%

36.3%

32.1%

38.2%

15.2%

17.7%

23.0%

25.6%

22.5%

26.9%

45.3%

51.4%

52.4%

41.3%

45.9%

56.0%

30.0%

23.4%

21.7%

35.0%

33.6%

44.0%

37.2%

33.9%

44.7%

41.7%

27.0%

28.2%

28.7%

36.3%

32.4%

38.1%

55.3%

57.6%

25.6%

24.6%

24.6%

17.0%

25.5%

28.2%

17.9%

27.6%

30.4%

9.4%

15.0%

26.2%

17.0%

10.2%

15.2%

9.9%

5.7%

12.9%

15.2%

13.8%

18.1%

18.8%

12.9%

23.6%

25.6%

18.9%

24.6%

22.4%

14.7%

19.4%

22.9%

20.7%

26.9%

17.9%

7.8%

14.2%

11.2%

5.7%

10.4%

11.2%

8.1%

13.3%

17.5%

15.0%

21.4%

14.3%

6.9%

14.6%

10.8%

6.0%

15.5%

4.9%

4.2%

12.9%

6.7%

6.3%

14.2%

2.7%

3.3%
13.6%

4.9%

1.5%
6.8%

5.4%

1.8%
3.9%

5.4%

3.0%

7.1%

5.8%

4.8%

10.7%

8.1%

6.0%

13.9%

5.4%

4.5%

12.3%

4.5%

7.2%

15.9%

4.5%

4.8%

4.2%

3.1%

2.4%

3.6%

2.2%

2.4%
6.1%

3.1%

2.7%

13.3%

2.7%

2.4%
12.9%

2.2%

0.9%
6.5%

0.4%

1.8%

0.4%

0.9%

1.3%

1.2%

1.0%

0.9%

1.8%

0.9%

1.8%

1.0%

0.9%

0.9%

1.3%

2.4%

0.3%

1.8%

2.1%

0.6%

1.8%

1.5%

1.0%

0.9%

1.5%

0.3%

1.3%

1.8%

0.3%

0.4%

2.1%

1.0%

0.4%

2.7%

0.3%

5.8%

4.5%

1.6%

8.1%

9.3%

3.6%

6.7%

7.2%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 不明・無回答

ア 住宅の広さ、

間取り

イ 収納の多さ、

使い勝手

ウ 水回りの

住宅設備

エ 住宅の外周り

の劣化状況

オ 維持管理の

しやすさ

カ 日照・通風・

採光

キ 断熱性や

気密性

ク 省エネ性能

ケ バリアフリー

性能

コ 遮音性

サ 安全性

（耐震性や

防火性など）

シ 安全性

（風水害対策

など）

ス 防犯性

セ 在宅勤務の

しやすさ

ソ 子育ての

しやすさ

タ 住宅の

総合評価

上段：持ち家（戸建て） 

中段：持ち家（共同住宅） 

下段：民営借家（共同住宅） 
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②住環境の満足度 

・総じて満足度（満足＋やや満足）が高い結果となっています。 

・「ア 交通利便性」、「イ 買い物利便性」、「カ 大学や教育機関の充実」や「キ 医療・福祉施設の充

実」、「サ 治安の良さ」、「ス まちや道路の清潔さ」に対する満足度は 70～90％と高くなっていま

す。「ウ 閑静な住宅地」、「オ 歴史・文化資源の充実」等は 60％程度、「エ 公園、緑地、水辺な

どの自然環境」、「ケ 安全性（地震や火災等）」、「コ 安全性（風水害）」や「シ 歩行時の道路の安

全性」も 50％以上の満足度となっており、自然、歴史・文化資源等の区の特徴についても一定の

評価が得られています。 

・総合評価としては、満足度が 69.2％となっており、不満度（不満＋やや不満）を示す区民は少数

です。 

図表 3-33 住環境の満足度（項目ごとに１つ回答） 

   
資料：文京区「区民意識調査」（令和４（2022）年）  

59.2%

38.1%

34.0%

23.9%

26.3%

38.3%

33.4%

13.2%

17.4%

22.5%

40.7%

20.3%

25.7%

7.8%

5.5%

20.6%

29.0%

36.0%

32.0%

33.3%

34.9%

34.0%

40.2%

22.4%

36.0%

36.5%

42.5%

38.2%

45.1%

16.5%

10.2%

48.6%

6.8%

13.6%

20.6%

29.0%

30.5%

23.8%

20.5%

54.7%

34.6%

31.9%

14.4%

24.5%

22.2%

66.5%

60.8%

15.3%

2.9%

8.6%

8.4%

10.1%

5.8%

1.5%

3.7%

3.2%

8.8%

6.5%

1.3%

12.0%

4.6%

5.0%

13.4%

3.3%

0.5%

2.7%

3.7%

2.5%

1.2%

0.4%

0.6%

0.3%

2.0%

1.5%

0.4%

3.7%

1.3%

1.3%

4.9%

0.4%

1.5%

1.1%

1.2%

1.2%

1.4%

1.9%

1.5%

6.1%

1.3%

1.1%

0.7%

1.3%

1.1%

2.9%

5.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア 交通利便性

イ 買い物利便性

ウ 閑静な住宅地

エ 公園,緑地,水辺などの自然環境

オ 歴史・文化資源の充実

カ 大学や教育機関の充実

キ 医療・福祉施設の充実

ク 子育て支援施設の充実

ケ 安全性（地震や火災等）

コ 安全性（風水害）

サ 治安の良さ

シ 歩行時の道路の安全性

ス まちや道路の清潔さ

セ コミュニティ活動の充実

ソ 自宅や職場以外で仕事のできる

環境

タ 住宅周辺の住環境の総合評価

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

満
足
度
が
高
い 

 
69.2％ 
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３－６ 地域コミュニティとの関係 

①町会・自治会 

・町会・自治会は、区域内の住民がともに助け合い、親睦を深め、福祉や文化、生活環境の向上・

発展を図り、住みよい社会の維持・形成を目的につくられた地域活動団体です。 

・区内には、154 の町会・自治会がそれぞれ活動しており、これらの町会・自治会で「文京区町会

連合会」を構成しています。 

②町会・自治会への加入状況 

・全体として「加入している」と「加入していない」が約半数ずつでした。 

・加入率を地域別にみると、最も高い下町隣接地域（52.2％）と、最も低い山の手地域東部

（41.7％）で 10.5 ポイントの差があります。 

・所有関係別にみると、持ち家（戸建て）では 81.6％である一方、持ち家（共同住宅）は 56.8％

に留まり、民営借家（共同住宅）は 11.3％と大きな差が生じています。 

・世帯構成別にみると、若年単身及び中年単身世帯で加入率が低い傾向にあります。 

図表 3-34 地域・所有関係・世帯構成別町会・自治会への加入状況 

 
資料：文京区「区民意識調査」（令和４（2022）年）  

45.9%

45.4%

52.2%

41.7%

47.9%

43.6%

81.6%

56.8%

11.3%

3.8%

21.0%

48.0%

41.1%

72.0%

48.0%

67.7%

65.7%

48.2%

47.5%

41.3%

53.6%

45.7%

52.1%

12.1%

36.9%

84.5%

96.2%

76.5%

39.0%

55.4%

19.6%

48.0%

26.3%

24.3%

5.9%

7.1%

6.5%

4.7%

6.4%

4.3%

6.3%

6.3%

4.2%

2.5%

13.0%

3.6%

8.4%

4.0%

6.0%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=937)

都心地域(n=141)

下町隣接地域(n=184)

山の手地域東部(n=295)

山の手地域中央(n=219)

山の手地域西部(n=94)

持ち家（戸建て）(n=223)

持ち家（共同住宅）(n=333)

民営借家（共同住宅）(n=309)

若年単身(n=53)

中年単身(n=200)

高齢単身(n=100)

若中年夫婦(n=112)

高齢夫婦(n=107)

親子世帯（第一子が未成年）(n=150)

親子世帯（第一子が成年）(n=133)

３世代・その他(n=70)

加入している 加入していない 不明・無回答

地
域
別

所
有
関
係
別

世
帯
構
成
別
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③町会・自治会で参加している活動 

・町会・自治会に加入していても、現在「参加している活動はない」が 30％超となっています。 

・参加している活動としては「教養・文化のための活動」と「生活環境向上のための活動」が比

較的多い状況で、今後の参加意向としては、「防犯・防火・防災のための活動」、「生活環境向上

のための活動」、「教養・文化のための活動」が比較的多くなっています。 

・世帯構成別にみると、中年単身、若中年夫婦、親子世帯（第一子が未成年）の世帯で、現在参

加している率よりも今後の参加意向が高まる傾向が見られます。 

図表 3-35 町会・自治会の現在参加している活動・今後参加したい活動（複数回答 n＝430、最大３つまで） 

 

資料：文京区「区民意識調査」（令和４（2022）年） 

 

 

 

 

 

  

35(8.1%)

70(16.3%)

75(17.4%)

74(17.2%)

45(10.5%)

4(0.9%)

119(27.7%)

55(12.8%)

83(19.3%)

47(10.9%)

78(18.1%)

66(15.3%)

6(1.4%)

135(31.4%)

0% 10% 20% 30% 40%

役員など町会・自治会の

運営全般に係る活動

教養・文化の

ための活動

防犯・防火・防災の

ための活動

生活環境向上の

ための活動

福祉の

ための活動

その他

参加している活動・

今後参加したい活動はない

今後参加したい

現在参加している
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図表 3-36 世帯構成別町会・自治会の現在参加している活動（複数回答、最大３つまで） 

 
注 ：本図は世帯構成別の母数に対する比率を表示 

資料：文京区「区民意識調査」（令和４（2022）年） 

図表 3-37 世帯構成別町会・自治会の今後参加したい活動（複数回答、最大３つまで） 

 
注 ：本図は世帯構成別の母数に対する比率を表示 

資料：文京区「区民意識調査」（令和４（2022）年） 

  

7.1% 8.3%

13.0%
16.9%

13.9% 14.4%
10.9%

4.8% 6.3%

15.2%

20.8%

36.1%

17.8%

21.7%

4.8%

8.3% 8.7% 10.4% 12.5%

16.7%

8.7%

14.3%

8.3% 6.5%

23.4%

15.3%
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④町会・自治会活動以外の地域活動への参加状況 

・現在「参加している活動はない」が 35.2％で最も高いですが、参加している活動としては、「芸

術・文化・スポーツなどの趣味にかかわる活動」が最も高くなりました。 

・どの活動についても、現在の参加率より今後の参加意向に係る比率が高くなっており、活動内

容も幅広くなっています。 

図表 3-38 町会・自治会以外の現在参加している活動・今後参加したい活動（複数回答 n＝937、最大３つまで） 

 

資料：文京区「区民意識調査」（令和４（2022）年） 

 

⑤地域に住み続けるために必要な施策 

・地域に住み続けるために必要な施策として、30.5％が住宅の維持管理に対する支援を、30.3％

が防犯対策に対する支援を挙げています。 

図表 3-39 地域に住み続けるために必要な施策（複数回答 n＝937、最大２つまで） 

 
資料：文京区「区民意識調査」（令和４（2022）年） 
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